
令和７(2025)年１１月２０日 

保護者の皆様 

札幌市立川北小学校 

校長 上田 繁成 

『令和７年度 全国学力・学習状況調査』結果概要のお知らせ 

 初冬の候、保護者の皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃より本校の

教育活動に対しまして温かいご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

  さて、令和７年４月に実施しました６年生対象の「全国学力・学習状況調査」の結果概要がまとまりましたので、

今後の改善の方向と併せてお知らせいたします。 

  なお、この調査により測定できるのは学力の一部であり、学校における教育活動の一側面であることをご理解い

ただきたく存じます。今後とも、本校教育活動にご理解とご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語科に関する調査の結果概要及び課題と改善の方向性について】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【知識及び技能】 

■『言葉の特徴や使い方に関する事項』 

全国平均を下回っている。 

■『情報の扱い方に関する事項』 

全国平均を下回っている。 

■『我が国の言語文化に関す

る事項』 

全国平均を下回っている。 

  

【思考力・判断力・表現力等】 

■『話すこと・聞くこと』 

全国平均を下回っている。 

■『書くこと』 

全国平均を下回っている。 

■『読むこと』 

全国平均を下回っている。 

課題改善の方向性 

○教育活動全体を通して、文章

を書く場面では、これまで以

上に漢字を使うことを意識し

て取り組む。 

○思考ツールを活用するなど、

情報を整理する活動を充実さ

せていく。 

〇言語文化の変化や違いについ

て興味をもたせるような教材

を積極的に活用する。 

○メモを取るなど、話の意図や

要旨を的確に捉えられるよう

な活動を取り入れる。 

○自分の考えの中心をまとめた

り、考えを詳しく記述したり

するなど、目的に応じた書き

表し方ができるような活動を

充実させる。 

 

全国学力・学習状況調査の内容 
 

 

 

 

 

○教科に関する調査（国語・算数・理科） 

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼ

す内容や、実生活において不可欠であり常に活用できるよう

になっていることが望ましい知識・技能等 

・知識･技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題

解決のための構想を立て実践し評価･改善する力 

○生活習慣や学習環境に関する質問紙調査 

・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の

諸側面等に関する調査 

今回の調査における課題 

●学年別漢字配当表に示されて

いる漢字を文の中で正しく使

うこと。 

●原因と結果など情報と情報と

の関係付けの仕方、図などに

よる語句と語句との関係の表

し方について理解しているこ

と。 

●時間の経過による言葉の変化

や世代による言葉の違いに気

付くこと。 

●自分が聞こうとする意図に応 

じて、話の内容を捉えること。 

●目的や意図に応じて簡単に書 

いたり詳しく書いたりするな

ど、自分の考えが伝わるよう 

に書き表し方を工夫すること。 

●時間的な順序や事柄の順序な

どを考えながら、内容の大体

を捉えること。 

 



 

【算数科に関する調査の結果概要及び課題と改善の方向性について】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理科に関する調査の結果概要及び課題と改善の方向性について】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観 点 別 

【知識・技能】観点 

■全国平均を下回っている。 

【思考・判断・表現】観点 

 ■全国平均を下回っている。 

 

領 域 別 

■『数と計算』領域 

全国平均を下回っている。 

■『図形』領域 

全国平均を下回っている。 

■『測定』『変化と関係』領域 

全国平均を下回っている。 

■『データの活用』領域 

全国平均を下回っている。 

課題改善の方向性 

〇「分数の大小」「通分・約分」

など、つまずきやすいポイン

トを重点的に扱うとともに、

分数を身近な場面で使う機会

を増やすことで、実感をとも

なった理解を促す。 

○図形の性質を作図の根拠とし

て意識させ、実際にコンパス

や定規を使って作図する体験

的な学習を重視していく。 

○「なぜそうなるのか」を説明

するなど、思考プロセスを言

語化する活動を取り入れる。 

〇問題文や図、表から必要な情

報を取捨選択し、論理的に思

考する力を養う。 

今回の調査における課題 

●異分母分数の加法の計算をす

ること。 

●数直線上で、１の目盛りに着

目し、分数を単位分数の幾つ

分として捉えること。 

●図形の性質を基に、コンパス

を用いて図形を作図するこ

と。 

●ともなって変わる二つの数量

の関係に着目し、知りたい数

量の大きさの求め方を式や言

葉を用いて記述できること。 

●簡単な二次元の表から、条件

に合った項目を選ぶこと。 

観 点 別 

【知識・技能】観点 

■全国平均を下回っている。 

【思考・判断・表現】観点 

 ■全国平均を下回っている。 

 

領 域 別 

■『エネルギー』領域 

全国平均を下回っている。 

■『粒子』領域 

全国平均を下回っている。 

■『生命』領域 

全国平均を下回っている。 

■『地球』領域 

全国平均を下回っている。 

課題改善の方向性 

〇予想を立て、それを検証する

ための具体的な実験方法を考

えさせ、結果から妥当な結論

を導き出す一連の活動を充実

させる。 

〇観察・実験を行い、結果を整

理・分析し、考察する一連の

探究的な学習活動を重視して

いく。 

〇観察・実験で得られた事実（根

拠）と、そこから導き出され

る科学的な結論（考えたこと・

判断したこと）を明確に区別

して記述する学習活動を行

う。 

〇知識を活用して思考・判断し、

その過程や結果を表現する力

を養う。 

今回の調査における課題 

●電流がつくる磁力について、

電磁石の強さは巻数によって

変わること。 

●「水は温まると体積が増える

こと」を根拠に、海面水位の

上昇した理由を予想し、表現

すること。 

●ヘチマの花のつくりや受粉に

ついての知識。 

●氷がとけてできた水が海に流

れていくことの根拠について

学習したことと関連付けて理

解すること。 



【生活習慣や学習環境に関する質問紙調査にかかわって】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的な回答が多かったもの 

〇朝食を毎日食べていますか。 

〇人が困っているときは、進んで助けていますか。 

〇人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

〇先生は、あなたのよいところを認めてくれていると

思いますか。 

〇いじめは、どんな理由があってもいけないことだと

思いますか。 

〇普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれ

くらいありますか。 

〇あなたは自分がインターネットを使って情報を収集

することができると思いますか。 

〇学級の友達との間で話合い活動を通じて、自分の考

えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすること

ができていますか。 

〇国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思いますか。 

〇理科の授業では、観察や実験をよく行っていますか。 

〇タブレットなどのICT機器を活用することについて    

できること「友達と協力しながら学習を進めること

ができる」 

                                     

今回の調査における傾向と課題改善の方向性 

〇「毎日朝食を食べている」ことから、健康的な生活リズムで学校生活を送っていることがわかりました。落ち着いて

学習に取り組むための土台ができています。 

〇「困っている友達を助けたい」「人の役に立ちたい」「いじめは許されない」と考えている児童が多く、友達を大切に

しようとする気持ちが育まれています。 

〇「先生が自分のよいところを認めてくれている」「幸せな気持ちになることがある」というところから、子どもたち

が安心して学校生活を送っていることがうかがえます。しかしながら、「困ったことがあるときに、先生や学校にい

る大人に相談できるか」という質問では、一部の児童が相談のしにくさを感じている結果が見られました。学校で

は、担任だけでなく学年や養護教諭、担任外、まなびのサポーター、スクールカウンセラーとも連携し、子どもたち

が気軽に相談できるような声かけや環境づくりを進めてまいります。 

〇「国語の学びが将来役に立つ」「理科で観察や実験がよく行われている」など、子どもたちが学習の価値をしっかり

感じている様子がうかがえます。また、「話合い活動で新しい考えに気付ける」と答えた児童が多く、学級の中に話

し合える雰囲気と安心感があることが見えます。自分の考えを交流し、協働しながら学ぶ姿が広がっています。 

日々の授業の中で小さな成功体験を積み重ね、「この教科が得意」と自信につなげられるよう、段階的な学習と丁寧

なサポートを進めてまいります。 

〇ICTを使った学びに積極的で、インターネットを使った情報収集や、タブレットを使って友達と協力する学習など、

タブレットを文房具のように活用することで学び方に自信をもつ児童が増えています。一方で、タブレットを使っ

た「図・表・グラフ・思考ツールなどでの情報整理」に苦手意識をもつ児童が多い結果となりました。授業の中で操

作方法と活用方法を身に付けられるよう、引き続き取り組んでいきます。 

〇家庭学習については、無理のない範囲で「習慣として続ける」ことが大切です。学校でも、学年に応じた家庭学習の

在り方について改めて指導してまいります。 

 

今後も、子どもたちが自分らしく安心して過ごし、さらに成長していけるよう、学校全体で取り組んでまいります。 

引き続き、ご家庭のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

否定的な回答が多かったもの 

●困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大

人にいつでも相談できますか。 

●土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たり

どれくらいの時間、勉強をしますか。 

●自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報

を整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使っ

てまとめる）ことができると思いますか。 

●５年生までの授業で、自分の考えがうまく伝わるよ

う、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表して

いましたか。 

●国語の勉強は得意ですか。 

●算数の勉強は得意ですか。 

●理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき

に役に立つと思いますか。 

●理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活 

用できていますか。 

 


